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経 済 班

２０１７年のＧＤＰ成長率は４．８％（推計）で，経済成長率は大幅に伸びた（２０１６年は２．９％）。政策金利は史上最低
の１．５％を維持している。

１０月の鉱工業生産は前年同月比７．４％増。小売販売は対前年同月比７．８％増で，生産及び消費は引き続き拡大傾向にある。

１０月の消費者物価指数（ＣＰＩ）は，対前年同月比１．８％上昇。２０１８年２月から２ヶ月連続で中央銀行のインフレ目標
値２．５±１％目標値を下回ったが，４月以降は目標値の範囲内で推移している。

１０月の失業率は５．７％，平均賃金上昇率は対前年同月比７．６％増。失業率は前月から横ばいとなった。

１ 経済成長率は上昇基調
ポイント

３ 物価は上昇傾向

４ 失業率は過去最低水準、賃金は上昇継続

２ 生産、消費は拡大傾向

ポーランド・マクロ経済情勢

経済成長率は２０１６年よりも大幅に上昇。消費の伸びやＥＵ基金
を活用したインフラ整備等が寄与。

鉱工業生産は前年同月比７．４％で，引き続き拡大傾向にある。



１１月の平均為替は，対ドル（３．７９ズロチ）でズロチ安，対日本
円（３．３２ズロチ）及び対ユーロ（４．３０ズロチ）でズロチ高が進
んだ。

政策金利は２０１５年３月以来，史上最低の１．５％を維持している。

９月の輸出は７６０億ズロチ，輸入は７８０億ズロチで約２０億ズロ
チの貿易赤字となった（８月は１６億ズロチの貿易赤字）。

小売販売は対前年同月比７．８％増で，引き続き拡大傾向にある。 １０月の失業率は５．７％と前月から横ばい。平均賃金上昇率は対
前年同月比７．６％増と引き続き上昇傾向にある。

１０月のＣＰＩは対前年同月比１．８％上昇。 中央銀行のインフ
レ目標値２．５±１％目標値の範囲内に収まっている。


